共同受注委員会規約（例）

　（目　　的）

　第１条　本組合は、定款第○条第○号の事業（以下「共同受注事業」という。）の円滑な運営を図るため共同受注委員会（以下「委員会」という。）を置く。

　２　委員会は、理事会の諮問に応じ、又は官公需共同受注規約（工事共同施工・工事分担施工）第○条第○項に定める各号に関する事項について、理事会に意見を具申する。

　（委　　員）

　第２条　委員の定数は○人とし、本組合の役員、組合員及び学識経験のある者のうちから理事会の議を経て理事長が委嘱する。

　　２　委員の任期は、○年とする。ただし、再任を妨げない。

　　３　第１項に定める委員の定数を欠くこととなった場合は、すみやかに補充しなければならない。

　　４　補欠（定数の増加に伴う場合の補充を含む。）のため委嘱された委員の任期は、第２項の規定にかかわらず現任者の残任期間とする。

	（注１）　委員の定数に幅を設けるときは、定数の上限と下限の差が１人のときは、「何人又は何人」と、定数の上限と下限の差が２人以上のときは「何人以上何人以内」と記載すること。ただし、後者の場合、定数の上限と下限の幅は、できるだけ少なくすること。

（注２）　第１項で（注１）の記載方法を用いた組合にあっては、第３項の「委員の定数を欠くこととなった・・・・・・」は「委員の定数の下限の員数を欠くこととなった・・・・・・」と記載すること。


（委　員　会）

　第３条　委員会に委員長１人、副委員長○人を置く。

　　２　委員長及び副委員長は、委員会において互選する。

　　３　委員長は委員会の会務を総理し、委員会の議長となる。

　　４　議長は、委員として委員会の議決に加わる権利を有しない。

	　　５　委員長に事故があるときは、副委員長がこれを代行する。

（注）副委員長が複数のときは、第５項を次のように記載すること。

　　５　委員長に事故があるときは、あらかじめ本委員会において定めた順位に従い、副委員長がこれを代行する。


（委員会の招集）

　第４条　委員会は、理事長の要請のあったとき、その他必要に応じて委員長が招集する。

　（委員会の議事）

　第５条　委員会の議事は、委員の過半数が出席し、その過半数で決するものとし、可否同数のときは、議長の決するところによる。

　（委員の秘密保持義務）

　第６条　委員は、その職務に関して知り得た秘密を洩らしてはならない。

　（特別利害関係ある委員の議決参加）

　第７条　委員会の議決につき、特別の利害関係を有する委員は、その議決に参加することができない。

　２　前項の規定により議決に参加することができない委員の数は、第５条の委員の数に算入しない。

　（委員会の議事録）

　第８条　委員会の議事録は、議長及び出席した委員が作成し、これに署名するものとする。

　２　前項の議事録には、少なくとも次に掲げる事項を記載しなければならない。

　（１）開催の日時及び場所

　（２）委員数及び出席した委員数

　（３）議事の経過の要領

　（４）議案別の議決の結果

（その他）

　第９条　この規約に定めのない事項については、理事会において決定する。

　　　附　則
　　　　この規約は平成○○年○○月○○日から施行する。
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